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こ
の
度
、
第
12
施
設
群
長
を
兼
ね
て
岩
見
沢

駐
屯
地
司
令
に
着
任
し
ま
し
た
山
根
１
佐
で

あ
り
ま
す
。 

 

北
海
道
勤
務
は
、
約
12
年
前
に
中
隊
長
と
し

て
南
恵
庭
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
以
来
で
あ
り

非
常
に
懐
か
し
い
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
と
は
状
況
も
変
わ
り
、

国
外
に
お
い
て
は
、
経
済
に
支
え
ら
れ
て
戦
力

を
増
強
し
海
洋
進
出
し
て
い
る
国
や
近
年
、
国

力
を
回
復
さ
せ
近
代
化
に
努
め
て
い
る
国
、
新

体
制
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
ミ
サ
イ
ル
開
発
等

を
続
け
る
国
等
、
北
海
道
周
辺
の
東
ア
ジ
ア
情

勢
は
よ
り
不
透
明
で
あ
り
、
国
内
に
お
い
て
も

地
震
・
津
波
、
大
型
台
風
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
大
雪

害
等
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
は
増
大
し
て
お

り
、
道
民
・
市
民
等
か
ら
は
こ
の
迅
速
な
対
応

か
つ
安
心
・
安
全
の
た
め
の
抑
止
・
対
処
が
期
待

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
第
12
施
設
群
長
の
着
任
に
あ
た

り
「
時
代
の
変
革
に
合
わ
せ
て
意
識
改
革
し
、

常
に
前
向
き
に
と
ら
え
て
業
務
を
実
施
せ
よ
」

と
い
う
趣
旨
で
方
針
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
「
前
進
」

と
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
具
体
的
に
は
隊
員
に
二
つ
の
こ
と
を
要

望
し
、
一
つ
は
、
「
い
か
な
る
任
務
も
完
遂
せ

よ
」
と
し
て
、
「
使
命
に
対
す
る
自
覚
と
誇
り
」

「
技
術
の
練
磨
と
創
意
工
夫
」
「
諸
職
種
協
同
」

を 

を
常
と
し
て
我
々
は
身
を
挺
し
て
積
極
的
に

任
務
の
必
遂
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
各
人
・
各
級
指
揮
官
が
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
お
い
て
念
頭
に
お
き
勤
務
せ
よ
、
と
し
ま
し

た
。 

 

二
つ
目
は
、
「
現
状
を
打
破
す
る
意
識
を
持

て
」
で
あ
り
ま
す
。
現
大
綱
・
中
期
に
お
い
て
陸

自
は
「
陸
自
創
隊
以
来
の
大
改
革
」
と
し
て
大

幅
な
部
隊
新
編
・
改
編
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

第
12
施
設
群
に
お
い
て
も
改
編
が
予
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
将
来
内
地
の
部

隊
が
来
て
訓
練
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
た

め
の
「
北
海
道
の
道
場
化
」
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の
基
盤
整
備
の
中
核
部

隊
の
一
つ
が
第
12
施
設
群
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
大
事
業
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
意
識
改

革
が
必
要
で
あ
り
、
常
に
新
た
な
取
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
隊
員
に
期
待
し

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
駐
屯
地
司
令
と
し
て
は
「
地
域
の
安
心
・

安
全
に
寄
与
し
、
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
よ
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域

の
安
心
・
安
全
に
尽
し
、
積
極
的
に
地
域
貢
献

し
て
、
道
民
、
市
民
及
び
関
係
機
関
等
か
ら
よ

り
信
頼
さ
れ
る
、
「
お
ら
が
町
の
駐
屯
地
」
と
な

る
よ
う
隊
員
と
と
も
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

第
20
代
第
12
施
設
群
長 

  
 

兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

 
  

末
廣
１
佐 

御
栄
転 

 

３
月
22
日
、
第
20
代
第
12
施
設
群
長
兼

ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

末
廣
１
佐
の

離
任
式
を
挙
行
し
た
。 

 

末
廣
１
佐
は
、
平
成
25
年
8
月
に
着
任
し
、 

 

群
長
統
率
方
針
と
し
て
「
百
万
一
心
」
、

駐
屯
地
司
令
と
し
て
は
「
備
え
よ
！
」
を
要

望
事
項
と
し
て
示
し
、
在
任
間
は
岩
見
沢
・

三
笠
両
市
と
の
間
で
隊
員
の
留
守
家
族
支

援
及
び
災
害
時
等
に
お
け
る
連
携
に
関
す

る
協
定
の
締
結
、
「
岩
見
沢
駐
屯
地
友
の

会
」
の
発
足
等
に
尽
力
し
、
隊
冬
季
戦
技
競

技
会
で
は
４
連
覇
を
達
成
す
る
等
輝
か
し

い
功
績
を
残
し
た
。 

 

見
送
り
に
は
駐
屯
地
全
隊
員
が
集
ま
り
、

群
第
１
科
長 

千
葉
１
尉
の
発
声
に
よ
る
万

歳
三
唱
を
受
け
、
多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
、

新
任
地
で
あ
る
目
達
原
駐
屯
地
九
州
補
給

処
へ
向
か
っ
た
。 

プロフィール 
 

昭和４４年１０月２６日生 岡山県出身 
愛媛大学卒（土木）工学修士 
 

＜主要部隊歴＞ 
４．３ 幹部候補生学校 
５．２ 第７施設群  
８．３ 防衛大学校理工学研究科学生 
10．３ 第７施設群第３４９施設中隊 
11．３ 第３０４施設隊 
12．３ 幹部学校（技術高級課程） 
13．３ 第１施設群第３０１坑道中隊長 
14．２ 第１次東チモール派遣施設群中隊長 
14．10 第１施設群第３０１坑道中隊長 
15．３ 自衛隊兵庫地方連絡部 
17．８ 陸上幕僚監部防衛部情報通信研究課 
20．３ 陸上幕僚監部装備部開発課総括班 
23．８ 幹部学校（幹部高級課程） 
24．３ 統合幕僚学校（統合高級） 
24．８ 陸上自衛隊研究本部研究員 
25．４ 陸上幕僚監部教育訓練部訓練計画課 
            器材・演習場班長 
27．３ 第１２施設群長兼ねて 
            岩見沢駐屯地司令 

 

着
任
の
ご
挨
拶 



 
４
月
５
日
、
第
12
施
設
群

（
群
長
・
山
根
１
佐
）
は
松
野

哲
岩
見
沢
市
長
、
小
林
和

男
三
笠
市
長
、
櫻
庭
誠
二

月
形
町
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
ご
来
賓
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
平
成
27
年
度
自
衛

官
候
補
生
課
程
入
隊
式
を

挙
行
し
た
。 

 

今
年
度
入
隊
し
た
自
衛

官
候
補
生
は
18
歳
か
ら
26

歳
ま
で
の
28
名
で
あ
り
、
着

隊
時
と
は
見
違
え
る
ほ
ど

の
動
作
で
、
自
衛
官
候
補

生
ら
し
く
元
気
溌
剌
と
宣

誓
を
行
っ
た
。
ご
家
族
は
、

短
期
間
で
の
我
が
子
の
変

わ
り
よ
う
に
大
変
驚
き
、

喜
び
を
隠
せ
な
い
様
子
で

あ
っ
た
。 

 

群
長
は
式
辞
の
中
で
、
こ

の
３
カ
月
間
、
自
衛
官
候
補

生
と
し
て
己
を
律
し
、
仲
間

を
信
頼
し
て
必
要
な
と
き

に
は
一
致
団
結
し
て
訓
練

を
や
り
抜
く
よ
う
「
規
律
」

「
団
結
」
「
信
頼
」
の
三
点
を

要
望
し
た
。 

 

入
隊
式
終
了
後
は
、
祝
賀

会
食
、
懇
談
を
行
い
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
家
族
の
前
で

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
自
衛
官

候
補
生
た
ち
は
、
制
服
姿
の

写
真
を
撮
っ
た
り
、
着
隊
し

て
か
ら
の
こ
と
な
ど
の
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。 

 

今
日
か
ら
28
名
は
、
厳
し

く
も
一
生
の
思
い
出
と
な

る
３
カ
月
間
に
突
入
し
、
立

派
な
自
衛
官
を
目
指
し
て

力
強
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。 

隊友会だより 

辞令書の交付 

多数の父兄に見守られて 元気いっぱい宣誓 

岩見沢市長 松野哲様 

三笠市長 小林和男様 

 

平
成
26
年
度
「
隊
友
の
集
い
」 

  

３
月
14
日
、
平
成
26
年
度
最
後
の

恒
例
行
事
「
隊
友
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

年
一
度
、
隊
友
会
員
の
み
が
一
堂

に
会
す
る
「
隊
友
の
集
い
」
は
、
昨
年

に
比
し
、
１
．
５
倍
の
会
員
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
新
会
員
の
参

加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
年

ぶ
り
に
参
加
し
た
人
が
数
人
お
り
、

非
常
に
懐
か
し
く
元
気
に
会
話
が
交

わ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
に
入
る
前
に
温
泉
・
囲
碁
・

麻
雀
・
休
憩
室
で
の
会
話
等
で
の
ん
び

り
と
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ

て
お
り
ま
し
た
。
何
も
考
え
ず
に
一

日
ゆ
っ
た
り
す
る
日
も
必
要
で
す
よ
。 

 

懇
親
会
で
は
、
支
部
長
の
白
根
さ

ん
挨
拶
、
相
談
役
の
田
中
さ
ん
の
乾

杯
で
会
を
開
き
、
各
会
員
が
自
己
紹

介
を
含
め
近
況
・
趣
味
等
を
発
表
し

ま
し
た
。
退
官
後
も
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
元
支
部
長
の
細
川
さ

ん
の
和
歌
の
披
露
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上
が
り
、
和
や

か
に
楽
し
く
懇
親
を
深
め
、
北
広
島

市
か
ら
参
加
さ
れ
た
江
連
さ
ん
の
乾

杯
で
、
盛
会
の
う
ち
に
「
隊
友
の
集

い
」を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 

わ
た
し
の
趣
味 

 

業
務
隊
厚
生
科 

事
務
官 

厚
谷 

萌 
 

  

私
の
趣
味
は
、
バ
イ
ク
で
す
。
平
成
24
年
に
普

通
自
動
２
輪
免
許
を
取
り
、
岩
見
沢
に
転
入
し
て

来
た
平
成
25
年
に
は
大
型
自
動
２
輪
の
免
許
を
取

り
ま
し
た
。 

 

バ
イ
ク
に
乗
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ラ

イ
ダ
ー
同
士
が
す
れ
違
う
と
き
に
手
を
あ
げ
て
い

る
の
を
見
て
か
っ
こ
よ
く
感
じ
、
私
も
や
り
た

い
！
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の

理
由
で
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
私
は
、
そ
の
後
ど
っ
ぷ

り
と
バ
イ
ク
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
今
で
は
年
に

数
回
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
行
き
、
サ
ー
キ
ッ

ト
走
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ツ
ー
リ

ン
グ
も
大
好
き
で
、
北
海
道
各
地
に
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
に
仲
間
と
ツ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
駐
屯
地
の
バ
イ
ク
乗
り
数
人
で
ツ
ー
リ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
富
良
野
・
美
瑛

方
面
へ
、
昨
年
は
洞
爺
湖
の
方
へ
、
今
年
は
積
丹

の
方
へ
行
こ
う
と
計
画
中
で
す
。
バ
イ
ク
に
乗
ら

れ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
ツ
ー
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん

か
？
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
！ 

 

今
年
も
短
い
バ
イ
ク
シ
ー
ズ
ン
を
事
故
な
く
思

い
き
り
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

北村温泉にて行われた「隊友の集い」
例年より多くの会員が集まりました。 



 

自
分
は
、
青
森
県
八
戸
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
雪
は
少

な
く
、
比
較
的
暖
か
い
の
で
、
ス
キ
ー
を
滑
っ
た
こ
と
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
検
閲
で
心
配
だ
っ
た
の
は
、
ス
キ
ー
行
軍

と
「
冬
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。
」
で
し
た
。
で
き
る
限
り

ス
キ
ー
を
練
成
し
、
先
輩
た
ち
に
色
々
聞
い
て
、
飲
み
物
と
お

菓
子
、
暖
か
い
も
の
を
買
い
揃
え
て
臨
ん
だ
冬
季
訓
練
検
閲
。

結
果
、
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
行
軍

は
止
ま
れ
な
い
、
曲
が
れ
な
い
自
分
が
、
た
く
さ
ん
転
ん
で
も

立
ち
上
が
り
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
阿
部
靖
一
３
曹
の

「
辛
く
な
っ
た
ら
代
わ
っ
て
や
る
。
」
と
、
自
分
自
身
も
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｉ
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
に
言
っ
て
く
れ
た
一
言
の
お
か
げ

で
し
た
。
も
の
凄
く
胸
が
熱
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

地
雷
埋
設
な
ど
の
作
業
で
は
、
事
前
に
経
始
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
勉
強
し
た
の
に
歩
哨
を
頼
ま
れ
た
と
き
は
悔
し
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
歩
哨
も
立
派
な
任
務
な
の
で
、
か
な
り
厚

着
を
し
歩
哨
に
つ
い
た
と
こ
ろ
、
急
遽
経
始
係
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
気
が
付
く
と
汗
だ
く
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
服
を
脱
い
だ
ら
脱
い
だ
で
汗
が
冷
え
始
め
、
体
が
ガ

ク
ガ
ク
震
え
始
め
停
止
。
き
れ
い
な
空
を
眺
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
俺
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
」
と
。
眠
さ
と
寒
さ
を
体

を
動
か
す
こ
と
で
か
ろ
う
じ
て
耐
え
、
無
事
に
朝
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
喉
が
渇
き
水
を
飲
も
う
と
し
た
ら
凍
っ
て

い
る
。
自
分
は
必
死
で
雪
を
口
に
含
み
渇
き
を
潤
し
ま
し
た
。 

 

作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
期
限
ま
で
に
任
務
を
終
え
、
や
っ

と
と
る
こ
と
が
で
き
た
仮
眠
は
本
当
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

こ
の
冬
季
訓
練
検
閲
で
自
分
は
成
長
で
き
た
か
正
直
わ
か

り
ま
せ
ん
。
多
分
、
足
手
ま
と
い
だ
っ
た
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
経
始
に

関
し
て
は
同
期
に
は
負
け
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
訓
練
を
終
え
る

た
び
に
、
何
か
一
つ
で
も
覚
え
た
ら
、
キ
ツ
い
訓
練
を
や
っ
て
い

る
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
覚
え
て

い
き
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
最
後
に
、
本
当
に
寒
か
っ
た
で
す
。 

 

２
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の

間
、
第
12
施
設
群
（
群
長
・
末
廣

１
佐
）
は
、
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び

北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳
地
区

に
お
い
て
第
３
３
７
施
設
中
隊
冬

季
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。 

 

21
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
に
お
い

て
編
成
完
結
式
及
び
隊
容
検
査

を
実
施
し
、
23
日
、
北
海
道
大

演
習
場
東
千
歳
地
区
に
お
い
て

状
況
を
開
始
し
た
。 

 

本
訓
練
検
閲
は
、
本
年
度
に

お
け
る
群
冬
季
訓
練
の
集
大
成

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
陣
地
構
築
に
お
い
て
は
職
種

協
同
訓
練
（
施
設
）
の
成
果
を
さ

ら
に
発
展
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
追

求
す
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
ス

キ
ー
行
進
、
集
結
地
の
占
領
、
陣

地
構
築
、
障
害
構
成
を
主
な
検

閲
項
目
と
し
て
２
夜
３
日
の
連

続
状
況
下
で
部
隊
を
検
し
た
。

ま
た
、
帰
隊
後
の
27
日
に
は
、
岩

見
沢
駐
屯
地
に
お
い
て
Ａ
Ａ
Ｒ
を

実
施
し
、
中
隊
の
行
動
等
を
検

討
し
て
じ
後
の
資
と
し
た
。 

 

第
３
３
７
施
設
中
隊
（
中
隊

長
・
鈴
木
１
尉
）
は
、
今
回
の
訓

練
検
閲
受
閲
に
向
け
て
、
各
作

業
に
お
け
る
冬
季
の
特
性
を
克

服
す
る
た
め
の
創
意
工
夫
事
項

を
、
集
中
訓
練
や
中
隊
訓
練
の

場
を
活
用
し
て
、
受
閲
前
の
最

後
の
最
後
ま
で
練
成
を
重
ね
て

準
備
を
万
全
に
し
た
。
ま
た
、
受

閲
期
間
中
は
雨
、
雪
さ
ら
に
一

日
の
寒
暖
差
が
大
き
い
等
、
過

酷
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な

中
で
も
隊
員
た
ち
は
戦
闘
モ
ー

ド
に
切
り
換
え
、
強
靭
性
を
保

持
し
、
中
隊
長
を
核
心
と
し
て

困
難
を
乗
り
越
え
、
無
事
任
務

を
完
遂
し
た
。 

 

冬
季
訓
練
検
閲
に
参
加
し
て 

  
 
 

第
３
３
７
施
設
中
隊 

 
 
 
 

 
 
 

１
等
陸
士 

根
井 

俊
哉 

スキー行進 

ＣＯＰの後退に伴う通路閉塞 

編成完結式 任務の理解度の確認 

検閲終了後のＡＡＲ ライナープレートによる指揮所の構築 



定 期 異 動 
★
転 

出
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 
１
佐 

末
廣 

和
祥
（
九
州
補
給
処
・
目
達
原
） 

 
本
部
管
理
中
隊 

 

曹
長 
原
田 

義
幸
（
１
０
５
施
器
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 
折
田 

裕
昭
（
札
幌
地
本
・
江  

別 

） 

第
３
３
５
施
設
中
隊 

 

１
曹 

石
田 
圭
一
（
岩
見
沢
駐
業
・
岩
見
沢
） 

第
３
３
６
施
設
中
隊 

 

１
尉 

鳥
越 

宣
光
（
施
設
学
校
・
勝  

田
） 

 

２
曹 

酒
谷 

裕
樹
（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
） 

第
３
３
７
施
設
中
隊 

 

３
尉 

渡
邊 

 

敏
（
岩
見
沢
駐
業
・
岩
見
沢
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

１
曹 

中
村 

好
文
（
１
０
５
施
器
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

松
坂 

肇
貢
（
施
設
学
校
・
勝  
田
）  

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
尉 

長
嶺 

哲
夫
（
１
０
１
施
直
支
大
・
南
恵
庭
） 

 

２
尉 

野
村 

宣
仁
（
防
衛
大
学
校
・
横
須
賀
） 

 

１
曹 

戒
田 

達
彦
（
１
０
１
施
直
支
大
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 

須
合 

朋
法
（
１
０
１
施
直
施
大
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

高
羽 

昌
治
（
１
０
２
全
支
大
・
真
駒
内
） 

 

２
曹 

米
山 

 

務
（
帯
広
駐
業
・
帯  

広
） 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

１
曹 

中
薗 

茂
樹
（
北
海
道
補
給
処
・
苗  

穂
） 

【
第
３
２
７
会
計
隊
】 

 

１
尉 

渡
邉 

慎
二
（
小
平
学
校
・
小
平
） 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
尉 

林 
 

大
剛
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

２
曹 

南 
 

良
樹
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

【
事
務
官
・
技
官
】 

 

行(

一)

４ 

藤
田 

敏
弘
（
帯
広
駐
業
・
帯  

広
） 

 

行(

一)

３ 

本
間 

浩
晃
（
札
幌
駐
業
・
札  

幌
） 

 

行(

一)

１ 

有
吉 

 

洸
（
東
千
歳
駐
業
・
東
千
歳
） 

 

★
転 

入
★ 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

１
佐 

山
根 

茂
樹
（
陸
上
幕
僚
監
部
・
市
ヶ
谷
） 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
曹 

三
上 

直
樹
（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
） 

第
３
３
５
施
設
中
隊 

 

２
曹 

夏
井 

信
也
（
岩
見
沢
駐
業
・
岩
見
沢
） 

第
３
３
７
施
設
中
隊 

 

３
尉 

井
口 

晴
雄
（
５
施
群
・
高  

田
） 

第
３
４
２
施
設
中
隊 

 

２
曹 

長
尾 

 

誠
（
北
混
団
・
東
千
歳
） 

第
３
１
２
施
設
器
材
中
隊 

 

１
曹 

辻
本 

祐
希
（
１
０
５
施
器
・
南
恵
庭
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

２
曹 

森 
 

政
人
（
北
施
付
・
南
恵
庭
） 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 
 

２
尉 

大
久
保
英
明
（
３
０
６
施
隊 

・
高  

田
） 

 

１
曹 

中
村 

正
人
（
札
幌
地
本 

・
岩
見
沢
） 

 

２
曹 

世
取
山
哲
也
（
１
０
１
施
直
支
大
・
南
恵
庭
） 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

准
尉 

小
玉 

明
利
（
北
衛
隊
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

坂
本 

祥
吾
（
北
後
支
・
島  

松
） 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
尉 

南
出
健
太
郎
（
３
４
３
会
計
・
旭  

川
） 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
尉 

川
崎 

浩
幸
（
２
師
・
旭  

川
） 

 

２
曹 

佐
藤 

貴
弘
（
３
１
４
基
通
中
・
美  

唄
） 

 

１
士 

山
口 

雄
太
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

１
士 

山
下 

尚
樹
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】 

 
曹
長 

小
林 

孝
造
（
１
１
９
地
区
警
務
・
留  

萌
） 

【
事
務
官
・
技
官
】 

 

行(

一)
４ 

吉
田 

信
一
（
武
器
学
校
・
十  

条
） 

 

行(

一)

３ 
塩
原 

和
広
（
真
駒
内
駐
業
・
真
駒
内
） 

 

行(

一)

３ 
片
山 

晶
子
（
札
幌
病
院
・
真
駒
内
） 

 

行(

一)

３ 

小
西
理
恵
子
（
上
富
良
野
駐
業
・
上
富
良
野
） 

 

第１１音楽隊と北海道教育大学岩見沢校 
「スーパーウィンズ」とのジョイントコンサート 

「岩見沢駐屯地オリジナルカレー」に長蛇の列 

 

３
月
１
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・末
廣
１
佐
）
は
、
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が
で
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。 

 

今
年
で
５
回
目
と
な
る
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
は
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
認
知
度
が
高
く
な
り
、
開
演
前
か
ら

多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
。 

 

音
楽
ま
つ
り
開
催
に
際
し
、
衆
議
院
議
員 

稲
津
久
様
、

岩
見
沢
市
長 

松
野
哲
様
、
三
笠
市
長 

小
林
和
男
様
、
月

形
町
長 

櫻
庭
誠
二
様
、
上
富
良
野
町
長 

向
山
富
夫
様

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
駐
屯

地
司
令
は
「
今
回
の
音
楽
ま
つ
り
は
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

ド
カ
雪
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

雪
と
音
楽
を
楽
し
み
、
岩
見
沢
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
挨
拶
し
た
。 

 

今
回
の
音
楽
ま
つ
り
は
、
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
の

学
生
が
授
業
の
一
環
で
活
動
し
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
ウ
ィ
ン

ズ
」
と
第
11
音
楽
隊
が
合
同
演
奏
を
行
う
２
部
構
成
で
ス

テ
ー
ジ
を
展
開
し
た
。
ル
パ
ン
３
世
の
テ
ー
マ
で
幕
を
開
け
、

ポ
ッ
プ
ス
や
時
代
劇
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
次
々
と
披
露
し
、
準

備
し
た
５
０
０
席
に
座
り
き
れ
ず
立
ち
見
も
出
た
会
場
は
、

曲
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
隊
員
が
炊
事
車
で
炊
き
出
し
た
「
駐
屯
地
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ー
」
が
来
場
者
の
好
評
を
集
め
、
配
布
時
間
30
分

前
に
は
予
定
数
３
０
０
食
を
超
え
る
ほ
ど
の
長
蛇
の
列
が
で

き
た
。 

 

駐
屯
地
は
来
年
以
降
も
市
及
び
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、

雪
と
音
楽
を
楽
し
め
る
岩
見
沢
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
。 

３０２坑中 監物２曹 
長女 晶（あきら）ちゃん 

Ｈ２７．２．７ 
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 昭和２８年から現在
までの歴史や広報紙、
部隊の最新情報などを
ご覧になれます！ 

岩見沢駐屯地 検索 

広報紙は家に持って帰って、 
ご家族にも見せてくださいね♪ 
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Tel.０１１―３８３―８４５０ 
 
防衛省共済組合 岩見沢支部 常駐員 

 沼  達   美  歩 



 

１
月
27
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・

末
廣
１
佐
）は
、
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
、

全
国
自
衛
隊
父
兄
会
岩
見
沢
支
部
、

同
支
部
北
分
会
等
の
団
体
と
大
規
模

災
害
時
等
に
お
け
る
派
遣
隊
員
の
隊
区

内
に
居
住
す
る
家
族
を
支
援
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。 

 

こ
の
度
の
協
定
で
は
、
家
族
の
安
否
確

認
の
ほ
か
、
買
い
出
し
、
荷
物
運
搬
、
除

雪
や
タ
イ
ヤ
交
換
等
、
隊
員
が
不
在
時

は
特
に
不
便
と
な
る
生
活
支
援
に
も
踏

み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 

締
結
式
で
司
令
は
「
岩
見
沢
市
と
三

笠
市
と
は
、
す
で
に
留
守
家
族
支
援
と

災
害
時
の
情
報
共
有
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。
地
域
と
の
協
力
関

係
が
な
く
て
は
我
々
の
任
務
は
達
成
し

え
な
い
。
今
回
の
協
定
で
着
実
に
協
力

関
係
を
向
上
さ
せ
、
地
域
の
皆
様
が
誇

り
に
思
う
よ
う
、
さ
ら
に
精
強
な
部
隊

を
育
成
し
て
い
く
。
」
と
述
べ
た
。 

 

こ
れ
を
機
に
、
駐
屯
地
と
各
団
体
は

さ
ら
に
協
力
関
係
を
深
め
、
家
族
支
援

態
勢
基
盤
を
確
立
す
る
。 

左より 
自衛隊父兄会岩見沢支部北分会 石黒武美会長 自衛隊
父兄会岩見沢支部 田中均会長 駐屯地司令 隊友会岩
見沢支部 白根謙一支部長 三笠父兄会 坂梨宣行会長 

５連覇を祈念して万歳！  優勝旗等を手に凱旋  アキオ曳行 第１位 ３３６施中  

 

１
月
26
日
、
第
12
施
設

群
（
群
長
・
末
廣
１
佐
）
は

南
恵
庭
駐
屯
地
で
実
施

さ
れ
た
北
部
方
面
施
設

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
に

参
加
し
総
合
優
勝
を
獲

得
し
た
。
今
年
度
で
４
連

覇
で
あ
る
。 

 

今
回
の
競
技
会
は
群
・

隊
グ
ル
ー
プ
で
保
有
人
員

の
40
％
以
上
が
参
加
し
ア

キ
オ
曳
行
、
部
隊
機
動
、

一
般
走
の
平
均
タ
イ
ム
で

競
う
要
領
で
あ
り
、
総
力

戦
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。 

 
担
任
官
第
３
１
２
施
設

器
材
中
隊
長
橋
本
１
尉
は
、

綿
密
な
練
成
計
画
を
策

定
し
、
年
末
年
始
も
返
上

の
上
、
選
手
要
員
を
徹
底

的
に
練
成
し
た
。
今
回
の

選
手
要
員
は
有
技
者
は

階
級
、
役
職
を
問
わ
ず
選

考
し
た
た
め
、
中
隊
長
、

群
本
部
幕
僚
、
群
本
部
勤

務
班
の
要
員
、
群
長
車
操

縦
手
も
練
成
に
専
念
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
選
手

要
員
以
外
の
要
員
も
選

手
が
練
成
に
集
中
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
醸
成
す

る
た
め
、
特
別
勤
務
を
は

じ
め
諸
勤
務
を
積
極
的
に

担
う
等
、
優
勝
と
い
う
目

標
達
成
の
た
め
協
力
し
た
。 

 

終
了
後
、
市
内
ホ
テ
ル

に
お
い
て
隊
友
会
、
駐
屯

地
友
の
会
等
の
方
々
臨
席

上
、
祝
勝
会
を
実
施
し
た
。

群
は
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
５
連
覇
を
目

指
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

精
強
化
を
継
続
し
て
い
く
。 




